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平面上で,原点 0を出発して,α 軸の正の方向と45° をなす方向に 1だけ進んだ点を

Plと する。Plに おいて直角に右折して :だけ進んだ点を P2と する。P2において直角

に左折して
」手

だけ進んだ点を P3とする。以下同様にして,η が奇数のときは Pπ におい

て直角に右折して,η が偶数のときは Pπ において直角に左折してそれぞれ
ザ|だけ進ん

だ点を Pπ+1とする。ηを限りなく大きくしたとき,Pれ は定点 Aに限りなく近づく。

OPl+Σ〕PれPη+1を求めよ。
π=1

定点 Aの座標を求めよ。
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